
１０月２８日、後楽園ホールで開催された「Ｍ・ＳＧ・Ｍ
Fight Vol.3」の第４試合にＢ級選手として岩井大が登場し
た。対戦相手はオーソドックススタイルの安住幸一郎選手
（角海老宝石ジム：９戦４勝２敗３分）です。

大は８月の新人王準々決勝戦は４ラウンド判定負けという
結果に終わり、今回６ラウンドのＢ級にあげての再起戦です。
前回、殆どパンチを貰わなかったため通常３～４ヶ月は空
ける試合期間が２ヶ月と短い。
大は１ラウンドは硬さが目立ち手数が少ない。相手のパン
チは確実にブロックしているが見栄えは悪い。
２ラウンドに入り徐々に硬さがほぐれ、繰り出す左ボディ、
左フックも正確に相手を捕らえていく。
３ラウンドになると足を使い出し動きはより滑らかになり
左ジャブ、左ボディが度々決まり、安心してみていられるよ
うになった。
４ラウンドも足を使い軽快にパンチをヒットさせ、安住選
手の右瞼が大分腫れてきたのでドクターチェックが入った。
終了間際には今度は大がバッティングで左瞼を切りドクター
チェックが入った。試合後に６針縫った切り傷だった。
インターバルでの止血処理が巧くいき、５ラウンドは余裕
をもった左ジャブからボディ攻撃、右アッパーで安住選手の
顎を跳ね上げた段階でレフェリーが間に入り１分８秒でＴＫ
Ｏ宣言。大は２年ぶりの勝利で戦績は７戦５勝３ＫＯ２敗と
なった。勝負はこれからだ。目標に向かって突き進もう！

三谷会長の言葉
大は最初硬かったけれど良かった。自分のボクシングを
やったら相手のパンチは当たらない。ボクシングのレベルが
違うからね。次もこの調子で頑張ろう！

大が一番好きなボクサーはベネズエラ出身のホルヘ・リナレス
(24歳)です。リナレスは8年前に日本の帝拳ジムと契約し16歳で
来日し日本語も上手です。私も後楽園ホールで何回か言葉を交
わしましたが気さくなナイスガイです。リナレスは現時点で攻撃力、
守備力、スピードのすべてを持っているボクサーです。強固な
ディフェンスとコンビネーションブローで、離れて戦うのもよし、接
近戦も上手いボクサーファイター型選手です。
リナレスは2007年7月のWBC世界フェザー級王座決定戦に快
勝し一躍世界的な知名度を獲得しました。この後、2008年に入り、
右肩を痛め治療専念のためタイトルを返上し、2008年11月、2階
級制覇をかけたWBA世界スーパーフェザー級王座決定戦で10
回TKO勝ちを収め、見事に2つ目のベルトを獲得しました。
しかし、今年10月10日、代々木第1体育館での2度目の防衛戦
で開始早々挑戦者の左フックでまさかのダウン。その後、連打を
浴び1分13秒でレフリーストップとなり初黒星を喫しました。本当
にビックリしました。想像しえなかったことが起こったのです。
リナレスは必ず再起してきますが、大が目指すボクシングもリナ
レスのように強くしなやかで美しいボクシングとし、そのようなボク
シングを「Sexy Boxing」と名づけました。大もボクサーファイター
型選手の完成を目指して戦っていきます。

【声援１】 Ｔ・Ｙさん
最初、大ちゃんの手数が少ないので緊張していたのかな。でも回を追うご
とにパンチが当たり良い試合でした。久しぶりの勝ちだったので本当に良かっ
たです。
【声援２】 Ｍ・Ｙさん
大くんが勝って良かった。嬉しい。久しぶりに美味い酒が飲めました。
【声援３】 Ｙ・Ａさん
大くんの将来に期待しているのであえて苦言をいうと、今日の試合はＴＫＯ
で勝ったけれど、もっと足を使うべきだしもっと左ジャブを打つべきだった。
２年前にライト級で戦っていた時のほうが動きも良かったしジャブも多く出て
いたよ。

１０月２８日・後楽園ホール 第７戦

Ｂ級第１戦

５ラウンドＴＫＯ勝ち

「岩井 大 ファンクラブ」が発足しています

目的：岩井大選手を応援する。

会費：無料
特典：①会員証と会報がもらえる。

②試合観戦時は親父手作りの「君は明日の
スターだ」の応援ハンカチがもらえる。
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応援

チャンピオンという花は艶やかであり強さと美しさの絶頂にある。
グリーンという若芽は明日の希望を孕む。新しき芽が艶やかな花
に成長する過程に熱視線を送り期待する。

おやじのひとこと
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３ラウンド右フックが炸裂 鈴木勉専属カメラマン撮影

４ラウンド左アッパーが炸裂 鈴木勉専属カメラマン撮影


